
、



→ ただ、特に二次関数の場合は、
傾きを変数として （例えばm）

"

I
'？"璉聖豔！！菏で
できる.K.） 直線が曲線と接する.と立式しても

な
!

ば※-
上にある。

x

A は 3次関数でも頑張れば
（7%oを復習）（ail）

→ 今回は（2）を見越すと、接点のギロン
☆曲線外の点から引いた接線 があるので、前者が.mn?iEかなとなる。

→ 曲線上の点を変数でおいて
永が点を通鑑る条件を 考 近
立式すると考えやすい. C上の点（tit2）での接線の式は、
実数解の問題におきかわる. y-f=2t(x-t）

良問1A213 79/100 y = 2 t x t 2 となるので、



これが（a-1）を通る条件は、 考
- 1 = 2 t a t 2
E a t

to...のでの実数解 tが 点Aを通るCの接線は、傾きme接点
㘅菊
が

直線
である。ここで、この判別式をDとすると、 y+1= m(x-a） → X =

"

は

D = I t 1 7 0 なので、 D は y =m x . am - 1 表せないケド、
異なる実数解 tを2つ持つ。 と表せる。 今回は問題なし

いま、Cは2次関数であり、接点と これとCが接する
接線は1対1に対応するから、一
点日を通る（の接線さいたま本であることが

"

た M X - a m - 1 が重解を持つ
（理由は7%oで）

⇐> D=m2-4（am+7=0示された。囮
⇐ > m24am-4=0

#

Emの 2次方程式

この判別式をD'とすると、

（は養魚［将
線，ない が . u m ，。，

ということ.



② を満たす異なる実数解mは2つある。
つまり、接線も2本ある。 囮 このとき、11）の議論より p，8はDつまり

f-2at-1=0

iij""
の異なる2解である。

（2） よって、解と係数の関係より、
p+8=29. . .

"

_

| pq = - 1 . . .
を得る。

☆考え方 2 だと、この条件を得にくい.

PQの方程式は、 Qを通ると

y . pたがわ。2（xmE にも同様

※ PとQの順序はわからないので、 y=（p+9）x-p(p+q）+p2
どっちでも通るように書きつつ、 =（p+q)x_pf
必要があれば自分で定めればよい、 = 2 9 × + 1 に③の

となり、示された。匆



ここで、L70なので、
y=2axt I L を最小にする a と、ヒを最學
t 等しい。よってじで考える。
（o、1）を常に

i t通る じ= に「プー←佽）偉荘する！！
← 2 次 .

= 4 で 學
492+ I

= ド（私らの學
鑾・𨗉

図形的に考察できないか-_-思いつかない
9>0と a<0で対称であることはわかる.
→ ラストの妥当性チェックで.

=

ド（私、母が無い）

!

Lを直接求めるか.

に 、1299+1+-11--2 -II+壺→相加相乗
✓（-.-）2 W I T s

の香り-_-

を最小にする。 heルートが嫌 こっちを合わせにいく.



⇒ a t f = f= i + i + 9厤注残りも

"

d s e e a = I t のとき成立。
かけなが消え
る！！

よって、Lの最小値はBであり、それはここで、|が
t" より、

a=さきのときにとる。't， 。 9 - > o -
相加相乗平均の不等式を用いると、 G確かにa>0とa c o で対称！
⑤ ？2/4少女戦でも

逆像法でとりうる値を考える.

𩝐 灬 鴻

卵解湘
加相乗
が賕哄=2.f+E - 咷 で 確 認 ！
49年普=kとおく。

= 3 を得る。
→ 実数aが存在するようなkの必要十分
条件を求める！



「爀竹州曜
裰斌助"が
礮糊恥

⇐>私4+（8-41）It4-1<=0 i i .學が※もたない条件は、
これを満たす実数aが存在することは、
92=Sとして、 f k€0，3E K E D Z O45+18-4Ds+4-1<=0が

"

_4fri<o←軸に数解らをす_鋹取ことと
同學

14-k>o←端点

#

。高

角

$

，
邈邈が

→ 2次方程式の解の配置になった。
ここはしっかり考えよう」

は1k€0，3EK
k く 2

このための kについての必要な興 |K<4
考える。 e k e . . . @
⑥ が実数解を持つ条件は. なので、⑦で80に含まれない部分、つまり

（4-2k）と414-K）20 国が求める条件となる。
判別式で は 4 に 1 2 k z O よってでの最小値は3.（以下同）


